
はじめに

Ⅰ　香港の食糧需給
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1. 香港の農業

主きに香港ぷはνわば農業はなヤと述べた。しかし秀
誌を知る音ならば，あの新界地区の皮村Jsi＼誌を｝c¥!,lt、出ず

であろう。そこで，この節では，供給側聞のうち圏内供

給を担当する斤港の農業につャて概観しよう。

f香；ちJとわれわれの11-fぶところは，香港島と九n'i:半

、おにわかれ，九竜半島はその先端部分の九竜とその背後

L刈五界にわかれてし、る。この三つの部分の総面桧は1018

平方キロで，香川県総面積の半分ていどであるし

…•ff港島はわずか74.4平方キロで淡路島の 7 分の l にす

さーん tた半,l;hの先端部分九世；土9.6平方キロにすさな

いりこの，総面積の8%余にすぎない香港島と九竜が阿

h戦争で英国が取付した領土であり，ここに全人口約:-l90
Ji (/Jう土）4害iJ強がiiんでし、る。

香港の農業地区は新界にある。新界は英国個釘の領土

ではなL、o %1i'N：土山積9:M平方キ戸で235の島々を省ん

u、るが，はとんどの島に水がなく不毛の山地むある。
新界は28年後の1997年6月30日に期限の切れる租借地で

ある。しかしこの，j;'f界と九竜の境界にまたがり，しかも

大部分力士租借地部分であるととろに人口の4割強が近年

密集して住み，人々はこれを新九竜と呼んでいる。

}F港（l)農業地区である本来の新界は， q1国広点省境界

を流れろi架！IL河までのひらけた山野であり，全人口の18

%をそこに収容しているにすぎない。ここは過密の程度

のl，；百1,、母港島や九ti1fこftむ者にとって，まさに同国とII子

びうる部分となっている。

農耕地面積i土約I万8000ヘクターJレで，これは凋！Li県

ま！；地酒税の 10分のuこすぎない。地呂憐1，えは，水田52
%，裁菜32%，畑作物10%，果樹5%，その他となqて

辺、色）0 
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｜を界各国のこのような食糧U¥J題をめぐる深刻な悩みを

よそに，いわば農業のない香港は，関外から大部分の食

ぬ色調透するよとによって，めざましい経済発肢を続け

ている。香港には，農業II司題も，農業をめぐる莫大な財

政負担の悩みもないかのようである。

ょのような香港の食糧i需給の実態とその成立の条件を

別らかにすることは，食糧問題に悩むあらゆる国にとっ

て興味深いことであるし，食糧管理制度問題に悩む日本

lことっても里耳味深し、ことであろう。

（；仁 l〕 Yト務7；経済対編『香港』（国際llll題研究所，

1969＂＇！乙）。

香港の食糧需給I 
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香港立食1：~供給の大青ii分をほ外に依拠しながら，めざ

主しし、経済：＆長を位けてきたι1960年代前半には，経済成

長率も実質10%を越え，香港は従来のたんなる仲継貿易

准から，独「iの産品を$；1/l-11する自由港へと変貌Ltc_(,, I )0 

軽 r・，長を：t＇心 E寸る竺のめぎましい香港経済の発展
は，重量箆，低廉，良質な労働力がその基礎となっていた

こ左It同知ハ事’た？あλう。そしてこのにうな豊富司低

様な労働力の再生産には それにみあう豊笥，低廉な食

嵐供給があったはずである。

とこ7，がヰ港仁川農二：；：：：，iたいとし、つでも過よではな

い。自国内に農業を持たず，生活必需品のなかでも最も

墜要な食糧士大部分国叱と依拠しなぶら，不L立＝定なi弓際

政治1w;1t＼のなかで，香港；土めざまLL、経汚発I｝＂を続けて

きている。香港はこの点で世界的にも珍しし、事例といえ

るであらう。

世界芥国｝士その民業：：：1題の解決た手をやいてし、る f 資

本主義国の多くは，余剰傾向に悩み，農民がこれ以上食

料をtr1,,qeせ：／，こと主当日i土期待す（， してL、る。 i主会主義
国のたがにi立，集約度の高い吋級疏菜などをiド心とする

食憧供給に潤沢さを欠き，庶民の大きな不満を招いてい

さんに低開花』－：；，；－国のなかには，食主ii'di',j題というより

も飢餓問題が存在し，ときには数十万，数百万の餓死者

を出している始末である。

こじり土うに世界各国が、決定問！ι食払i問題；こf&iみ，
あるいは価格支持のために，あるいはまた所得補償のた

めに莫大な川政負担を余儀たくされてu、る－｝j，激酌す

る政約情勢のなか－r:'I弓家安企保！殺の器L.¥i.を)1見］；pしきれ

ず，生産性にかかわりなく，一定の食滋自給を維持すべ

く， ft温増／tと設業維持iこ莫一大な旧家投資をitしまぬ国

j，またある。

わが国においても，米穀の供給過剰は，つv、に食縫管

理制l主むその支A大な財政負犯のゆえに崩壊の危機に追

い込み，生産者米価の措置きという重大決定を余儀なく

され，政治問題として深刻化の傾向にあろ。

ず？法の食粧需給と米穀符理

一一ーその経済成長への寄与
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との耕地で働いている農民の数は，フ／レ・タイムの者

2万7'570名、パート・タイムの者i}J予測OOf，，合わせて

6万9'510宇1＼＇，経済活動人 IIiこ占める第1次行業就業民

の割合は約6%である。この比率は米国のそれに相当す

るものである。

香港の農業生産額の構成は，農作物42%，潟産物56%,

果完2%であり，一品、I笠のウヱイトカミ高い。市立のうす｝で

は鶏・あひるが48%を占め，豚肉が24%，牛乳12%，卵11%

である。市在にも約 2 万500の演の豚，拘3001)＼~＇ lの牛がし、

る。これ九はみな］CJβ8年の什書に1,1;ぺく数f(，：である。

ところで香港の農業総生産額であるが，これは1968年

2位4500.li°！号港ドルで，日本農業総＇！＂.産額川 1000分（／） :, 

lこ満たないものである。香港に国民所得統計‘はないが，

ある推計にこると＇ l )1967つの香港のGNPi.L}Jl30む芹

港ドルであるという。とすると年次のずれに問題はある

が，国民終生産に刈寸る農索総生産の構成LI：；土約l.<J%

＼）＼）＇： あるη 米国のそれは2.6%でふる。

以上香港農業の供給構造を概観したのであるが，結泉

として香港民業のfti量供給能力はどの程度，：） ものでふ人

うか。主要農産物および食用農産物の国内供給率，すな

わむ自給干；士第1:t<i乙示すとおりご，Lる。

fflT表主¥lf)1量産物の｝’l給率引の

香

食用t生産物 7.7 
f、 5.0
'.j.＇実おい＇ !l'f来 12.7 
海産物 13.7 
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（出所） 日本は r昭利42年度投業白山H!i~#c.,l,11』。

香港ht Annual Supj>!cment to Ilong Kong 

Trade Statistics よ •i f'I＇成。

（注〕 (1)清治は1968年，日本は1966年の数倒。

(2) fr 1l農産ド；.＇J白走行＋ = (l'"il'J食用ロバ物産!I:
額一飼料輸入額〕×100／（国内食川良産物十食川

農産物輸入額一飼料愉入在日〉

(3) S,, LI日I）の l'i治率＝｜内生；：（ :,',. X 10什／（国内＇I

産主ま十純輸入主主〉

存港の食用農産物の自給：t'-:'i7.7＇＼，にすぎない o A二it

さらに低く 5%にすぎない。逆にいえば，食糧の92%余

t土国外に依存せねばならず，米は消費量の95%を翰入せ

ねばならない。これポ香港区業の実態であり，香港1主うと

の実力である。果実・野菜も畜産物もやはり 9割ちかく

を回外に依拠している。丹港にはνj,1:f農Y：：士ないとν、

つでも過言ではないであろう。
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第1表には参考までに日本の食糧自給率をも示したo

ff；容は莫大な濃厚飼料なぎの輸入に依存ずる畜産をかか

えているとはいえ，食用農産物の自給率80%が示ナよう

に，この飼料部分を控除して考えても 8割以上の食焼自

給字を維持しているわけである。ある統計によるいじと

アメリカの1965年の麦類自給率は 187%，米265%，肉

飢 1伺%，豆類＇ Uο，，

小主之－48%，穀類70%，イモ類101%，肉類64%という自

給率をj:r ，ている。香港の食糧自給率はほ際的にみても
以端に｛丘、、といえるであろう。

香港の終業は前述して合たように，就業者の割合マア

メリカとli!Jじであるにもかがわらず，みずから必要とす

る食婦の1害l恰も自給できない。一方のアメリカはその

日給率が心すように，世界に対する一大殺余たりうる能

力を持っている。というのは米国はこの自給率ですら，

午産抑制伐策下の数値だからである。このことは許港農

業のおそるべき低＇！＂産性を示している。

芥港；終業の低生産性i土，水に恵まれないという i'l然条

件と零制性，そしてそれによ党定された原始的とすらいえ

る農法の結果である。香港の稲作は，極端な豊作と凶作

をく 9返しているc たとえば196（内てと1964lfi土，日ぼ同

一作付面積であるにもかかわらず， 1964年には60年の半

分の収終日；となっている。 1966～68-'Fの3カ年平均値を

平年作とみなしても，その収量は反当たり約225キログ

ラムで， 13本稲作平均水準の2分の l程度の生産性であ

る訂3＼この生以の不安定作てと低怜性は濯絞，土地改良

の立ち遅れによるものである。

また存｛在、農業は，過去10年以上にわたる予言港経済の高

度な成長のなかで，あたかも日本の農村と同様の環境下

におかれた。それは若年L'..!.I1労働力の農業忌避であり，

農業労働力の老齢化である。人口密集地区ではサーピス

業，終工業に農業より良い就業の場ポ生まれ，それがー

はして打、大してきに。古くがら耕作権をもっ者がその耕

地を荒らし作り化しゅく一方，大陸から流入した難民が

その耕地で働きうる法的，制度的助成は行なわれなかっ

た。

香港の稲作面積は195的 λら68年までの10年間に約29%

減少した。との前年67年まででみるなら44%の減少であ

•）たが， 67年の米価上昇で令子のif付土舎があった。しか

し減少傾111］はおおうべくもない。

香港政庁「漁農処J （農林省〕における「農業組」の

組織は， J;t業発）民普及部， fr物防Pit’沼，家＊~方疫部の 3

部がその中心となっているが，仕事の重点は協同化，融
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;iJという面よりも，食糧J；給の国外依存山高さを反吸し

てむしろ防疫にあるようで恥るの

斤港市場に出回る地場LののHI係慌を11にするなら，

その ＇iネの多さにあきれ， i',/ふ五改良たどということの行

なわれたことの少ないことを知るであろうし，新界産の

疏菜はまさに家庭菜園的であり，出荷銘柄も存在せず零

細菜閣のものであることがすぐわかるであろう。

以上香港の農業について総括するなら，それは原始的

とj'＇，、える低生産性農業〈ふう f L fてがJ てそこには初

けi'i'.Jに多い農業就業人口を包？’ーしてし、与 しかしその食

川｛共有？能力という点からはノ亡く無悦L：， るもので，香港

にtt￥なしといっても過；iではないのと点、る。

2. 香港の食糧需給

(1) 消費構造

呑港の人々は豊かな食生活を営んでいる。その実態を

この節では，豊かさ，高度化，そして低指さとU、う三つ

の側面から述べよう。

おlに，香港の人々の食生活：土豊かむふるということ

ごあるが，政庁が1964年に：！7~Griをは匁に行なった『生

,,r,・ 役目調査』を基礎に肉rnい門出資f立を抗日iーすると，年間
l人＇＇.＼たり 23キログラム l 11 '1'1 ！：りβ2グラムとなる。

二jL は日本人の約2.5倍，rH'!・ty:,r今三たふ， 1965年の日本

人のそれは（it4）年間9キログラム， 1人当たり25グラム

にすぎないからである。

第2表は家計の食慢消費構成を示したものであるが，

日本との比較で特徴的なことは，肉類l，魚介類の比重が

第2表家＆I・V ftれわれr，，＇； 川（乃ら〉

(1964年〉

、I・： γ • u 本

食料合計 100.0 1似），0
（二ンゲノレ係数） (41吐；3) (35 .8) 

穀 類 18.6 21.9 
うち 米 12.8 16.9 
.（れ 介 類 12.8 9.2 
内 類 23.0 9.2 
野 菜 9.1 7.4 

県 物 3.9 5.6 
手し J.l巨 類 6.4 8.9 
食 費 17.2 7.8 
の 他 9.ll 30.0 

rn:,Ji) 苔港は香港工i"百主＇.TJ'i'処ザ：,, i rヰ日二活費用
I河査』。日本は『42:F1史民主山，＇， II＜統計表ム

（リ (1) 香港の調査Lt279:I目＂； o 11本の調企は総

理府『家計調査』 5万人以上の祢汁J勤労者世帯3

(2) 政庁のいういわゆる「行通1it静lは月以500
香港ドノレ（約3万H：本円）以下のtll：一帯をいう。

i号港では非常に高く，逆に，穀~民，米の構成比が低いこ

とである これは，でん粉質食料上りも蛋r'l灯食糧への

似斜が詐洛U：主高いことを示してL、る。工ンゲル係数は

L 、土 Jこぶ .：i·：込と H 本と比較すれば，1·~¥t、水準にあるが，香

港の人々の食生活は構造的に動物性食品摂取の程度が高

L、といってよいであろう。消費支出に占める米への支出

制合も，待港の「普通世帯」で1964年7.5～9.0%である

のに対し，日本の全都市全世帯平均では17%である。ま

と外食fi:山内jf干の高さも f旨L川食・＇Fへのヤi1i',Jfi:'物語っ

てし、ノ：Jであ7，う。
ら’~ 2に．食生活の高度化につL‘亡述ノく上う υ 芹港中国

人山交＇U,f;Cd肉の消費量が非常につ？， Iいから，立かな食

’ i:i，日であらど第 1 で述べたが，伝統的に， l（折、 （／－］~蓄好と

して肉食の傾向が強いのであって塗かさでもなんでもな

いという反論が当然ありそうである。

そこで香港の人々の米穀消費の動向であるが， l人当

たりの絶対消費量が，著しく減少してきている事実を指

摘Lぞいt 政庁商工処発表の統計によると、 1961年には

i人：1:11日日たり 198汗であったものが， 1%4if＇には 171

J1，そしてm年には155汗と，実にこのG"1・11',Hこ22%ち
かく；1，／；／レLたη この米食低下の速度はII本上 I）仁平し、の

と，hるι

19同年の香港の 1人当たり年間米消費量は93.8キログ

ラムであるが， fl本のそれは 104.5キ口グラムである。

香港伽の人々の米食率，でんぷん質食極依存度は，絶対泣

からみても，その動向からみても，日本より高度化して

いるように思われる。

主らにこの食生活の高度化iこは‘品代等級のii司題があ

らり主＼：＼支（主香港の等級別・米治焚11の変遷を，Hすもの

であるが、 1958年当待， 1級米を食べてL、たものは，全

作の28%にすぎなかった。そして 3級米を食べる層が37

%もあったが， 1967年にはこの関係、が逆転し， 1級米を

食べる層が実に46%となり， 3級米を食べる者は実に全

体の4分の lへと減少してしまっているo この10年間の

香港経済の発展が，いかに香港の人々の食生活を高度化

させたかという一つのいい事例であろう。

第：lに，香港の食糧消費につし、て指摘しうることは，

その安さとu、うことである。もちろん物価のほ際比較は

市純になしうるものではないが，肉類についていえば，

llJ!i-1if 吾港での豚肉消費者価格は 1川グラム約：15河であ

ろ...5）が， H本のそれは約60-70円であるWn¥ijJ§ヨ入は

非常に豚肉をたべ，日本人もいまや価格関係から相対的

に豚肉をより多く食べることを余儀なくされているが，
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第3表 守一遣の等級5)1＇・米治資畳の変宅（%）

年 次 { 込I 級 13 級

1958"f. 100.0 28 35 37 
59 HIO.O －ワ；） 45 30 
60 lUO.O 20 54 26 
61 lハ0.0 23 46 31 
62 100.0 ,!i) 2fi :H 

63 100.0 45 34 21 
64 100.0 48 :15 17 
fi5 100.0 49 25 i 26 
fi{i 100.0 47 2'1 30 
67 1110.0 ,Jh 28 26 

（出所） l<ej附 rton the O J>e ratio担。j t/11, Hice 

Control A魚、hemein 1.967 (Hon日Kon日Govern-

rnent Press). 

(/+) 1級がと級米， 3級が低級米。

この豚肉ii]/tf「f1ili格は香：/gCはどいたいii本d日！’分の

水準とみ二iー！？あろう。

また米価についてであるが前述第3去で述べた第1

級の米に相当する米の消費者価格と，日本の内地米消費

者価格を比較十ると，前者ぷI(I ＼＇ログラム 1九三 1)102:1円

であるのにけ二 7），日本.J.＼それは1395円であら is）。す

なわち Th川 1,iしe100%引いれ・：lrdGradいの10＼口グ

ラムの1968年縫低価格は956円，最高価倍は1080円で中

央値をとれば1023円となる（算出は 1呑港ドルコ61円と

した）。 11t~山恥価は， 1967守 10)J以降適用＼ ,j lて！．、る政

府決定のIi＇；代行米価である これによると， fdJ.:;,uil二質

米価格は日本の73.5%の水準ということ土なる。［11］様に

Thai Rice 5 % brokenとH本の徳用上米を比絞してみ

ても，前者が10二千ログラム当たり 880円であるに対し，

後者は1181!円ご，やはり香港ν＇）{i'j費者米価以， ii本の4

分の3程リーにI（ない。肉三米とL、う代表的か＇）比較百 J

能！支の高い二つの食品からみても香港の食樋価絡は安い

といえるであろう。

以上，本日出土香港の食弘治7伎の構造を述ぺJ亡が，香

港の人々の食生活は，われわれの予想以上に，豊かであ

り，安く？ L ／；、も，経済の；（r;r芝吸長のなか一二点変化しつ

つあるといってよいであろう。また一面，この食：慢の低

廉さがあるからこそ，低廉な労働力の基礎となり，香港

経済の高fぷ士三金支えてきたといえるであろう。

（の供給構j主

供給は国内生産と輸入によってまかなわれるが，香港

の場合圏内供給はほとんど無視しうるものであること

は，すでに第l節香港の農業において述べた，したがっ

てここで、は香港の食糧輸入について述べよう。

第4表i士，秀浩の輸入出産物の構成を示したものであ
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第 4表 ff)人農産物の防／11./: (%) 

治｜日
食用f量産物合，ii" 100.0 食用役産物合三｜

~J\i （除く飼料〕 20.l ;)jそ

（うち米 15.6 麦
I/ ,J、麦 2.8 釘 草寺

！、＂） 手i 1.3 j;;J 類
蓋I 14.3 手し 製 ~/, 

内 類 10.0 大 li 
乳製品と卵 8.0 主b 持
県すきと野菜 20.1 パブサ・コ ヒー
1：－－・ 1ココ

:i. 9 
など

♂〉 {['! 22.3 そ 0) 他

本

100.0 
7.0 
15.0 
19.6 
:l. 4 
2.2 

14.6 
6.6 
G.O 

25.6 

( Ill所〕 香港.H本とも『通関統計』による，日本

Lt『日付和42年度幾業向書』， 82ページ。香浴は
.1nnual Supplement Hong Kong Trade Statis-

ticsより｛乍氏。

( ' ) l j本は1%G午，香港は1968'.iι））叡街。

る。参考までに日本のそれを対比させた。

特徴的なことは，香港の米の自給率は5%にすぎない

とと土反l決して，穀知の翰入額が全体の2害ljに及んで」、

るここである。；＼；に飼料の輸入が非・，：；nこ少なし逆に守二
岳山怜入が14.3＇＼，と非常に多いことである。この点 fl¥

幾業との差具は大きい。日本の場合，生省輸入はほとん

どなく，飼料を輸入しそれで家畜を国内飼育するという，

L寸〉ば加工の形j症をとっているが，喬i巷i土生畜の抗戦入

じふノ：，，そして市；l王物の輸入を銅ff，生i'1i，肉類，礼製

品および卵の合μ｜として考えてみると全体の約3分の l

に当たる33.6%にも及ぶ。日本のそれは， 4分の lにヂi

たる25.2%である。

［た、果実と日If与さの輸入も全体の2主ljfと占めて缶、る，，：.，、

比 illtこ値するu 好菜の輸入などはII本ヴは考えられな

い状態であって，けっきょく，生鮮食料品というきわめ

て腐敗しやすく，外国から輸入するとは常識的には考え

らjI_, たいなまものを香港は輸入しているわけであるQ '±: 
;t，内額，果実と野菜の合計は44.4%であり，これに卯

を力IIえるなら，じつに香港の食狩i輸入はその半分が，新

鮮さを要求されるなまものなのである。

第4表によって食糧輸入の構成をみたが，第5表では，

委港の総食料輸入’吉良とその全体tこ占めるウエイトの変化

を動態的にみた.195:l午、当時総輪入に占める食料輸入の

吉1J~；－は，全体の約 3 分の 1, 34.6%であったが， 1968年

にはそれが22.1%までに低下している。 53年から59年ま

での6年間に34.6から28.5%へと約6%，また62年から

隔年主での6年11¥lも約6%と，香港経済の発展tこともな

って綿入総額に占める治費財としての食糧輸入負担J土若
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実にその比重を低下させてきている。 60年から62年は，

中国大陸の大災害と経済的困難期に当たり，この間，香

港には，年々1071人を越える難民の流入があり，この圧

力が食糧輸入を著しく増大させた事実がある。

第5表 f号港の愉人総額に山める食料の割｛；－

i正｜輸入総額仇） 食料輸人額ω
(1胴ドノι）I c1 「；L)I I川 σ
3,899 
4,949 
6,657 
12,472 

1,347 
1,406 
1,854 
2,774 

34.6 
28.5 
27.8 
22.1 

〔出所） (1) 1953, 1959年は各年 Departmentof 

Commerce & Industry Hong Kong, Hong 

Kong Trade Returnes-Importから作成。

(2) 1962, 1968fFは Censusand. Statistics De 

partment, Hong Kong TほどieStatistics 

Importから作成。

（注） (1) 食料に々ハコ，魚介類をVo"め口、る。

(2) ドノLは香港トル。

ともあれ，香港の総輸入額に占める食極論入の割合は

ほぼ5分の1にまで低下している。これは日本の数値と

ほぼ同じものである。今香港で入手しえた資料によると

1966年の日本の総輸入額に占める食糧農産物輸入の初代

は18.6%である。食騒の自給率80%以上の日本と， tヨ給

率8%にしかすぎぬ呑港の，総輸入に占める食地費負担

割合がほぼ同水準であるということは非常に興味深い事

実である。

このような一見奇異な数値が示主れるのは，貿易の規

模に関係がある。香港の総人口は日本の約25分の lにす

ぎないにもかかわらず，貿易の規模はほぼ日本の5分の

1である。かりに人口 1人当たりの貿易額とし寸指標で

示すなら，香港は日本の約5倍の貿易を行なってu、る。

なお念のため付言すれば，香港の貿易は，もはや単なる

rt＼ 

ウ8od
－－ー一れ断。
、ノー！白山

＼所。旧
出自J

一一町立bb

｜一一UFm
量一、J町立り
総O一一句iよ
入加山民の〕
輪。一三年印

ー円一nt
表一仁一・加時
AUIli－－ロO

第一イ一日pk
og n 
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47.9 
48.3 
53.3 
60.2 
49.0 
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57.7 
62.1 
55.3 
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社一79334359017m
存一1122222223d品

仲介貿易ではない。香港産品の輸出は1947年には総輸出

のわずか10%にすぎなかったが， 50年代前半には30%を

こえ， 59年には68%と急速に拡大，最近では80%ちかく

に達している(Ii9）。

すなわち，香港は貿易規模の拡大とともに総輸入額に

占める食糧輸入の負担を相対的に低めてきている。それ

はあたかも家計における総消費支出に対する食料消費支

出の割合をわれわれはエンゲル係数と呼び，その低下傾

向を当然とすることになぞらえて説明しうる性格の問題

である。

香港は食糧自給率はきわめて低いにもかかわらず，貿

易規模が相対的にきわめて大きいため，総輸入額に対す

る食極輸入負担は相対的に低いのである。このことは経

済の順調な発展とそれにともなう貿易の拡大があるなら

ば，海外に多くの食糧供給を依存していても，国民経済

は，消費財としての食糧輸入負担を相対的に軽減させて

いくことを意味し，安全保障とか戦事経済の不安という

観点を無視しうるならば，経済的には，食糧を海外に依

拠するからとてその国民経済が，食糧問題に悩むことは

相対的に減少していくであろうことを意味する。

次にわれわれは，香港の食樋輸入先について考察しよ

う。第6表は香港への米の供給先とその比重の変遷を示

したものである。香港は米の大部分をタイと中国から輸

入している。過去10年間でみて!Jイからの輸入は全体の

なかで少ない年でも 4押し多い年で6害1］を輸入している。

中国からは少ない年で17%，多い年で約：12%を輸入して

し、る。結果として毎年，この両国からの輸入だけで7～

肩書1］の高比重となっている。

香港はゲイと中国を主要輸入先として価格動向，政治

動向を勘案しながら，両国への輸入比率を変えており，

最近中国からの比重が高まっているとも，タイの比重が
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Ⅱ　香港の米穀管理とその機能

1969100094.TIF
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出まっているとも傾向として論断はヴきないが， 1968;1・・ 85%を中国から輸入しているりまた肉類，魚介類．踏襲

〈／）実績からみるかぎり，中国が：l;1;1;のシェアーを占めお 品と卯，果実と野菜といった生鮮食料品のlまとんどが，

一方，タイは，香港の米輸入市場で，過去10年間，それ 50%以上を中国から買っている。というより香港は食糧

そ下った三とのなか~·， 穴 4 害1］の水冷を割り，／内、に：~9 :~ 供給の大半を中11~に依存してし、るといっても過言ではな

%となっ U 、る。 いであろう。注11しなけれは、ならないことは，でん粉げ

その他注目すべき点は，おのおの約 l制緩度のシェア 食料と兵なり食生活の高度化につながるこれらの食料を

ーを持っていた南ベトナムとカンボジアのう丸、前者は 中閏に大きく依存しているといちことであれその比爪

戦争のた内Jごついに件港への輸／1＼佐々 を失＼ ＇.これに代 を低トさせている:Kすらも、：t刀法香港;tqi国に（｛＜｛｛L 

わってアメリカが1割合の輸出国として呑港のこめ市場 ているとL、う事実である。

に登場していることである。そして1968年にはアメリカ 以」－本節で述べたことは，食糧供給を大部分を国外に

1〕シェアーはゆ15%；二主で増大LてL、る O ftli，＼／／司還をj月11 依存してL、る香港の食糧輸入について特働下jなことは、

れでも，アメリカの香港進出はめ主主しく，石油市場の 畜産物の輸入割合の高さはともかく，野菜までをも含む

シェアーなどもベトナム戦争開始前と現在とでは英国勢 生鮮食料品の多くを国外に依拠しているとし、う事実であ

刀を大き〈冷駕してL、己 すな，わt,, 4割を山めてし、た ろう〈しがし食料止供蛤を国外に依存はしているものの，

英資石油.il，業のシェアーは25%に転結し，いまや米資が 香港経済とその貿必のめざましい発展は，食糧輸入負担

？？港石油市場・の75%を占有するにいたっている！；：1:10）。 を全輸入のなかで相対的に低め，食糧問題を潜在イじさせ

米・穀t，と 4、ったJ正保能性の，，.＞； ‘腐放IJ.11少ないft てき川、るというこ壬である。また香港への食糧供給lt 

l:tt¥i土ともかくとして，その他の食料の輸入i!:jょとしてど 生鮮食料品を中心に中国によ。て掌握されているという

こから来ているのであろうか。この観点から作られたの ことである。

1 第7去である。 ( : ' l ) 外i;;r〆王手済Milsu',ttr益』。

第7表 ,) 1住の食料輸入額にr11める1t1tnじっ地依（%）

1961年 11967年 ]96811三

食 事↓ ii 25.0 44.6 44司6
市産物 :B.O 69.4 40目4

（うち也 市
:13.3 84.9 84.5ν 

II j'＇、煩 41.3 59.:1 65.5 
グ札JM，と卵 27.0 51.0 51.0 

ff., J l～ 類 44.5 63.6 59.7 
:fl( 煩 24.7 21.4 27.6 
果実と 'l'f 業 31.7 49.9 51.4 
助楠＇ I＼＇証Ii H日 13.8 48.0 50.7 

（出所） (1) Census and Statistics Department, 

A.nnual Su1り，p[ementto Hong Kong Trade 

Statistics 196ぷ． iり作成c
（の（、.ommerce& Industry Department Hong 

Kong, Trade Statistics-一一Import一一一1961.
（注） (1) 食料合計に飼料は合み，タハコは介んで

(2) 「I市計l物油貯」：t食用て，［芯産物 I：ごむ「梨'J!

と野菜」にも含まねものo

生鮮食料品のなかでも野菜といった極度に腐敗性のi¥守i

u、ものの泌外がらの輸入（主，現在の長術水γjlではきわめ

てまれなわけであるが，香港の新界地区は，中国大陸と

陸地続きであり，大陸の一部であるため，当然、中国から

げ）輸入が大きな割合を占めることとなってL、る》

すなわちとくに著しいのは生畜であり，この2年間は
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し.2) 農村＇／ IがL.Jt』潟i'r'j山活『ポ与ソャ農林水Pi'’紙

.. I』（1968fド）。

(.! :; ) 詩i!l.i 1:'H業管ji''l'U/i',H-f千h・！J:.治資｝。i,;;," j 

)} l '・ j、制『生i，ι＇／ljl打調ずd (1%5午〉。
Ci:4) Jf'zH千i統JI；荊ff.iii：糾i『ポケット決林水注統

.il.L 

( '5〕 ,Ji'，己［jlj業管！＇！＇主主沈討 f'i-1:;・ノ1，活費JIJf,;, ,,I 

i吉川会編『生泊費用調査』， 1965年4月o

( ;! Ii ) 農作下校よi調Nlι編『ポりノ！殺す本7｝：νtictc

,ii J]. 

Cd: 7) 『1967年度実施食米管制計悶之報告m…泌
（ナ…工商処長於校法局致rr全文』。
Ci 8) 農村、大 l＇.~’11 房 ）i；） やfぷ監修『！，（｛干1142If. ！吃 i;~'t 

向｝U および「付鴎統計j。

（注9) 外務省経済局編 r母港』。
しllO〕 向車i「た資石iii公 iiJ在港拡民事！？力的動J,:J

（『経済導報』， No.lllO）。

II ・fi:iきの米穀管芦t＇とその機抱

1. 制度の沿革とその概要

(1）沿掌

1939年以前には政府の米穀統命I］はなかった。香港への



1969100095.TIF
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米の輸入は22の貿易商社が行なっていたが，それらの商

社にとって米は自己の行た号取引のわずかた郊分忙しか

すぎなかっピ

1941年i/)7「1；乙政府の米び）dj:だが開始された。政府i土

輸入業者の在感を専売開始にあたって全部資い取った。

この政府の米穀専売制度は，タイから政府が直接米を買

い，それ企二つの小売業者：η協会に売り渡すをいうもの

であったr こブ〕二つの協会i::t, '('.( v、取ったヰミを協会員で

ある小完業者；＿：分間し，小必業者がそれを市販した。し

かしこの制度は短い期間だった。その年の12月に第2次

大戦が始まり，翌月 1月には日本軍が香港を占領した。

1945年の涼1次大戦の終桔から1951年までは、全輸入

を政府が行tc,, ＇，官設の Fト売店をとおして；：[fz,,＇己された。

完全統制である。

1951年から1954年までは“折衷”された制度で運用さ

れた。すたわ九一部は自由収有され一部は間給され，｛濁

格も統f有：iされるという 2本i，： ての制度であったι ！＇1古米

のほうい、山1汲米に限札、l:t1fぷ米生産国かん商業ベー

スで輸入し，自由価格で米小売店に売り渡した。一方，

安い米の需婆に対応するため，政府はタイから 3種の低

廉米（砕米 lS'.'nおよび5いい7叫し米混入米）〈円大，＇； ii分を稔

入した。二 Cl)i日合も大部分 r:あって全部ではれかったの

また業務の全過程を政府が担当したわけではなく，政府

指定の米穀商に配給という形式で渡され，そのおのおの

の指定商は売上高に応ずる手数料を政府から支払われ

た。月のう士， L勺，中旬， • 1" 1すことの各101111¥Jの両日給期

聞が定め （，オl、その10日間は一定の等級の米のみが売ら

れた。しかし政庁当局の努力にもかかわらず，市民の大

部分は，米穀肥給通帳取得のための登録をしようとはせ

ず， 195：＼年の全住民への長絞初、大の努力も矢＼f｛した。

戦後， IJj慌て米価は急上flL，政府の配給する米｛rlliもと男

然これに応じて上昇してνた、しかし，皮；lj；こむ烹録制
度確立の試みに失敗Lた1953年秋に，タイに戦後初めて

の大豊作があり，米価の急速な下落があった。一方には

生活水準，r,[1可L.tJ；あり，￥i'i'l'l:?；；上米の選択全lt しいまま
にした。政府市定の米穀雨！の芳三；jは急速にfti)J ：＿た。記

給登録制度の失敗は決定つけられた。

1954年7月政府は配給制度を廃止し，この年の年末ま

でに競売で政府在庫米を処分し、割当量保持者逮が行な

うであろろどころの米穀のl的主取引制度を；v,Viii L t::oす

なわち政府；主従来の配給制定に代わる制度をネiWLた。

新しし、制度の意図は，緊急時に備えて貯蔵を確保し，供

給変動に対応し，同時に価格変動を緩和し上うとするも

のであるとされている。

竺の現行の米穀符理制度は1955年 1月1日から実施き

れたり当初攻府は29の商社に，米穀の輸入および貯蔵の

業務を認め， 1%7年にさらに9社を追認した。これらの

商社は戦後の米穀取引で高い実績をもつか，米生産国と

深いつながりがあるか，または閣内市場での急激な需要

j門大に対応するに足る規定米穀母；を貯蔵できる資金：上の

伐院があるか否かに上って決定されたハ

しとがって現在，待港の米穀売買は，厳格な政niお工
処の監督を受ける38のQuotaholderと，政庁の行政指

導を受けるにすぎない35の卸売業者と，その実数の議室握

できない2400ないし：lO（ゆといわれる小売業者によって行

なわれている。なおおの卸売業式4 どi呼ばれるもののなか

には，小売業者の組織する三つの団体組織が含まれてい

るれ

以上のように，香港の米穀管理制度も，大戦前後の供

給の＇＇迫した時期には強化され，需給の緩和とともに 11
山化の傾向を強めている。そしとし、k，香港の左派勢力

は現行の制度をも解i筒するよう婆求している(Ill）。とも

あれ以下現行制度について概観しよう。

（ヨI 制度の概要

この制度は，布告の法律第501）：，輸出入管理令 CWJlli

1¥/,flに関する視定〉第5条に基づく，商工業管理処（i!ll
産省）の“Ricecontrol scheme quota conditions”にそ

の根拠を持っている。中国語では「食米管制計画Jと表
1児きjしている。

f吐t半期の米穀基本輸入量を H万8000トンとしこれ

を110単位に分ける。すなわち 1単位は800トンが基本

となる。基本となるというのは，ときにより商工処長は

二円持方8000トシとL、ろ基本輸入fi＇＼：を力II減できるからで

ある しかしし、ずれにしても，その決定された輸入数岳

会1JO単位で容！って， 1単位当たりの主1］当輸入量が決定

されるわけであるc したがって単位当たりの輸入量は，

800トンを若干上回る場合も下回る場合もある。

’,Iii］計量保持者(t，その割当量の半分，すなわち通常‘

lj¥_f止.，，fこり 400トンの貯蔵を義務／5,Jられる。したが一〉

て， 通常8万8000トンの半分4万4000トンの米穀貯蔵

が，制度的に香港に確保されている。香港全体の 113 ':1i 

k.り米消費量は約1000トンであるから，常時44日分，ず

なl,t》約1カ月半の食糧が香港町工法的に確保されてい

さらにこの外，ランニング・ストヴクとして2万5は）0

～3 7Jトンの在庫があるため，合わせて6万9000～7万

4000トンとなり， 2カ月から 2カ月半の通常在庫がある
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こと Et；.るつ 板の間に限定されているわけである。

この I!Cl単位：t, i'l'i述の訴の怜入京芦に分配されてい 主人にね入業者l士，その取り扱う米穀の半分について

ろが‘商工〈包むはこ川 110ljlf：：：（ηう久2'.!lf｛古につU、て松 It（，送の義務をねわされどL‘るため，キlr'iの資会をすえお

人先そ｜浪，tLている｛すたわ九71十i｛々 を々 fかむとし くことを余儀なくされてし、る。そのため政Ii'i士、通常8So 

つの＂ft号；二三ゾl7 Iドドfが与えムれてレる＂ i也l)l5iji./i'ぐに の市場企,ti］を，貯蔵米穀に対しては 7.5%で融資するよ

／川、亡はIriJ:j 7}' （＇の科人とi良心し， 5・5・1・2・1 うわ政指導してャる〈政府の経済活動に対する介入は｝京

1:i fウJ ：っそ111'.r'i寸一る 11.つの業ず？を指定Lてい’：， ＇すなわ lliJと1て’かなし、ほうが上いとされてLパる呑港において，

t，全（ド 110lji.(,', J；， ろt,:z '/iiiこ村！当 T;:,2::1¥di'i:；士JF:'i:r／び〉権 このヒうた金融Lの行政指導はきわめてまれなことであ

rrで‘ ！Jfと中I.［を内定購入先どしご）jiJ‘その日；ギを <'., 0 

7対JSと：［l同にT.旬く L 口、る；.＇，Z；上ly![I司、渋い！ たf二L,1, jt;'/tふり米殺輸入tt, r，＇＜；につし、てはこのように統制 Fに

i司のJc,l)i.f立は5主計にtって斡入 ii，るl'Jに：，iL、々 f ふるYこめ‘需給上一，.との独占惨をもっているこの泌の立

かムの［ホ｜定輸入：t！？～者によって行なjサLてL、：：j" Rーは，この枠のなかであ：守？を行なうこととなる。すなわ

さて伐り 88i[i. （，＇.，：’ l て J 丸、て， ]fi,,:lj ご ;t~~·入！たそとくにth',t れいかに定：＼、米を海外から調達できるかが，これら業二百一

LていないJ 伐 IJ：：＇.＇主計 cl)i'l 1b tc i，行動に｛千せでL、おが， の干lj;f司に決定的な要肉となってくる。また，輸入米の，11,

おu仁恥入ヅぷ士、 ャ；tI]' !1 { Jり〆：τcY ，中｜局、ア 'l:i銘柄につし、ては＇ Tic/i.:Ji＇はいっさし、関与せぬこととな－，

/ IJ力，十一 λ トラ！！アなどである，， 881jiイ：r:n:,2＂主計へ ておい， Fト長，卸売， i隣人業＂hrillの芹港内でのdTJ品機能

の分間，7)状態lt、 7iji.f.',:<n業－／t1, "lj＼.！立：1‘ 4 l)i.f,',:tJ~ にじ、て，品質銘柄が需給に反映することとなっている，，

日‘＇.ll＼叩，：;1,・;7、＇.＇ l¥t f：，が l)' l l}i｛，山が7円九主おとな 丹港はni:t1i'庄であるわ政府の経済活動に対する介入は
ザ｝ていろ l l /::I;'.., C全（仁川約九分〔I)I （｝） 主；~·：こ m 、＇ :-I- Lz阿波r,;rが明主しいという｛i.:統的政策態度があ2:,u,21。
どy 1 1)1.f,',J'U Ct'. ＇.い＇）］ゴ、rrr が件 iをの l:'i"~t；人全／i;/,lのk(J 米れL',、う ruを！ 「必需品jについても，政Ji＇の介入

ド行そIlJI) j/;:. u 、どpご土と t;.？＇.，＇ じな7川二 II(,{,, Cつl!{ I tJ;¥: Iν限度でありたb、とレうのが政iFの支出｜二の態度でL

がれ、'¥'ir~－とし！う c!l ；土， jな i 、［＇， JJJJ:rnn トン、 {j [Ii] ！万2白川ト ふる，， 'I'「Ji二機構のなかではスムーズに皮肉しない，米穀

>vi米牧を取 I）段う＇f/'iのことごふる わ，＇，山'f銘柄についての需要動向のJE侭，！Ji!際米価動向へ

この;e;1J''':l,,j山，＇h¥it、；I，リ：＇＼ I止を！也にぷ，:;u;＇－ごはなれな の；1主;,JIなけ！ιを，この制If[のなかで期待しているのは－中
いし（条例年； l条λ ？千 1'l'+IJJご土；こ；i;,:・": Ii：巧 1':＇.立を約 交ごぁ：：，＂したがって喬港の米穀 w理は，｛面協，品質に
；人しに；十Ai.;it(,・, t( ・，、（q;4-1ミ）， 子t,:jバ）1γ店、九；切のお は直接介入せず，商業ベースにゆだね， Eを統；fjljするこ

I 1/l flグ））］寸＼迄にl:lうjil)4，第2のJjn)lJ：迄にDうi<J) とににつ亡f1lfifれと供給の安定・確保を同る間接続税方式

H，そしてお：iのJJ})jj ＋こまでにfでおJ''',r，；：を輸入せJ.,fJ とし、ーにと上ャであろう。

ょこんず、 主f在rr.'c市助に定JtJJH'Jに将i人1；ノモ/HJid・ること ［かL、話こ港左派勢力のこの米穀符理制度に対する批

を花王子3it「Iれーとし、るっさらに売却され穴米J''.):,JlS II rl- 干l]i‘u；：の上うなものである。 38業ニItと政庁合作による米
1iすに，現物をifjJ，主りでご計に受け法主なければJ工んf‘ifil 'fj紛入の写山は長期にわたり，秀港'11114同胞の購入する

J己I）業苦t土I力円以内に代金を支Jムト六ければなt,tc, 、 米｛世iをit五，，、ァJdt＇に同定し，かれらに’ザ占による紐 i品干！Jal!

付託“すご〕こLどたー〉てし、る。 を少数の輸入 ￥flに与えてきてし、る左の非難である、

主三fl入：＂｛打； t会；；1！の1：，長簿，会社主It紋［の変更，お 会之》治文にヒると IJI3 l，米穀）Tr哩の存在している再浴

Lびkl院にむける米技保千；，「：／，：t5Kびその保？？状態、なとに i 仁ぞれのfιU、7ヴ寸にf七Lて 2-,r;,J日窃のif'i'IT:fi米悩εな
-) 

！又if1i、米殺V「 fl人［，守L；士｝ill、＇；r,，♂〉喝そ!.li、LI〔ユ点〉一》ご1，’ 十行竹υ1IT)Jにl、pp 乙業"/t（士中国米のnmな続人7}汽 e
亡ti.（／、卜今子ii＇’＇ '-c i, l，仁「yt~ 1，＇わけでふるから、 ・,tのlL'< きず， j去:J¥,11にわfこり q，同米のシェアーは25～：仰のの［こJr11え

,'i.:111rit拝水准えl高，）人＂'r1,・にl't'§i，三JtC＇.、仏 t，なJ)t，政l'1' じれてL、ると：ti長Lている。

::q／と定する／，；；人尽力、;J;;.'IQに対L十ii町内にφ／「よし、i尽（，；こ JF',CI I'はケ fと中ほからの米穀輸入に」定のパランスを

:t，米価ltりす；：，；みに打Hちして，輸入手伝r,;.~ {T .f',Jになるで とりつ／〉芹j巷の米幸It符理制度を運常しているが， ix派勢

ふλうL.iLに多L、Jl;；，＇，に； t:(E：肢を！fiL Jミ侃1::t(}'jtソムに :f jの統治！撤廃要求は，自01港を吾港はたて11fiとしてし、る

J肘ちするで」ハ7，う l Lかい、 fill二Lてi，モit：土」定の li'iiH：·ごj山、ものであろうが，~－mi ヲ ｛＊{iffi裕子エ吋ク
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にこの中国の花込みは有用なものとなっているであろ 年11月～67年1月を除けば，つねに貯蔵は7万トンの通

う＇＇ ？宗主庫を上回って推移してきている。すなわち法定最低

なお，政庁工商業管理処（通産省相当）の定めている 限度4万羽00トンと，ランニング・ストックとしての2

｜米穀管Sf，｝十函に関する自l当条例jを本論末厄に三宮、ちま 万5000トン前後Lt常時確保されてきている。

でに収録した。 一方過大な在庫は保管経費の増大から妥当なものとは

2. 安定供給をめぐる若干の分析 し、えなU、が， 19抗日年1J1～8月にみムれる10万トン子？の

存港の米穀管理制度の概要！土M節に述べ売とおりであ 在庫ば，再三港消費の3カ月半にも相当する米穀の貯蔵で

るが，このような制度のもとで，実際には，森港の米穀 あづた。これは前年の香港暴動土それにともなって起こ

は・!,i;定的に供給され，貯蔵されてきたのであ人うれま った米価勝賞対策に起因するものであり，やは9呉？；？な

た米価は安定的に推移してきたといえるのであろうか。 数値といえるものであろう。これも1968年秋以降は正常

わjめに貯蔵についてみてみ上う。爺ljl史的に：t最低限度， 化Lfゆ年にほい＇＇てからは，通常の水準で推移しでい

常時4万4000トン，すなわち約1.5カ月分の米穀が香港 る。

には貯蔵されていなけれiiならないが、第CJ"N.はその在 三のように，本制度下の米穀貯蔵は弔意図してャる水

庫の最近の動向を示したものである。 準を確保してきているし，また，自給度は極度に低く，

第P表 <'r1lhのせ約在M/ ,fOJ J予

（守主的． I・ ン〉

11 

1月 57,928 10:l,962 71,175 
2 81,614 101,970 83,343 

98,467 100,772 87,808 
110,441 [0.5,805 84‘021 

5 82,767 104,166 80,774 
82,529 110,229 

7 89,59'.; 111,650 
8 例入724 101,819 

98, 10討 り~，， 70内
]I) 101，日Sf, 87,797 
11 64,226 91,326 79,453 
12 47‘415 96,958 I 79,018 

（出所） Hong Kong Commerce and Industry 

I】・ep,
（注〉 (1) 法定ストツク量』土4万4000卜γ，ランニ司

ンPi ス lツ；， • t 2万川崎～：l万ト 、L! f;, 
って通常在時［量は7万トン前後。

(2) l'l66年10月以前、主連的するずL汁はだい。

第9表で明らかなように， 1966年12月には過去になか

った4万トン台、すなわち4JJ7415トンとし、ちi夜間ぎり

ぎりまで在庫が減少している。これは東南アジア一般の

米の減産を背景に、とぐに香港の伝統i匂輸入先タ fの輸

出減少に上るものであった。夕イは19時6年11月には米穀

斡）／＼＼禁止；7を出Lたたil

のだつたo しかしこの禁止令は翌ι7年1月末には解除さ

第9表には示されていないが，この1966年12月の米穀

杭陀の異治減少の事例以外では， 19日年のG万20川トン

が最低であったという政庁資料がある川 4）。いずれにし

ても法定保持量を下回ったことf土過去tこなく，このゆ66

:mo Ii入1,の者が干詩集して住む7ヰ港の人心動揺を祁がぬ

に見る一応の機能を果たしてきているといってよいであ

ろう。

第2に，この制度は，安いときに安いところからより

多く買うという弾力的運営を行なってきているどろう

か F 「統制jということと，この弾力的運営というととは

しょせんあい入れない2要素を持つものである。弾力的

運！1]1士なによりも， 4半期ごとに輸入長を決定する商工

処主主（通産大臣〉の英明な判断に負うところが大さい。

ま，F二制度は輸入110単｛，＇仁のうち 2割に相当する22111.r立に

つき，輸入先を中国とタイに 15対7の比で固定してい

るのこの部分についてはいずれの国が安かろうと代替栓

はないわけである。しかし残り88単位については，安い

国から買えばよVわけである。ここに輸入業者の商手続

に依拠する側面がでてくる。ちなみに88単位とは4半期

ごと 7方4噺｝トンの米殺輸入を意味する。

守寄港の米穀輸入は主としてタイと中国から行なわれ，

両許で全体の7～8苦手jを占めるのであるから，代替住に

ついては三の荷問問の関係を調べれば十分であろう。す

なわちこの制度下で，香港はタイ米が安ければ，より多

くをタイから輸入し， iji国米力士安ければ，より多〈を中

国から輸入してきているのであろうか。

ヨD図はこの代替性の有無を明らかにする日約ぞ作ら
れたものである。実線Yはタイ米の中国米に対する輸入

与の比率， ｝2.線.＼.；土タ f米のq，国米に対する相対fiili洛を

示している。タイ米は消費市場で最も一般的な whole

3rd grade，中pヰ；t統計の連続十iーから SeeMewという

銘柄をとっている。価格動向の代表性については問題な

し河者ともClF価格である。輸入最については，両者

9ヲ
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第1図 タイ、十、・ヰi[L[米の約入量I:.(Y）ζ 

相対価俗（X）の舵移

7 or トレ／叩•1'11· …いけ）八 t: 
I I I 

＼イ’ 1γ ／へ、iヘー〈、！ ＼ ｜ 

:. or’＼／ ＼ハヘ＼ /¥ \-/'•O 

·~, • n, ・. • ,;::'., ！，；二 7~11
（出1刈〕 Jlo,,g Kong (_ ・omm打 e・e and Industry 

Department 1¥1.onthか StatisticalReportより

（注） (1) 怖怖は， タ f木については whole 3rd 

grade，仁jl阿米に，) ＼，、ィは SeeMew c:,CIFj同係。

（コ） 価rY1:;I j• I Jのタ（ム・ 1グがL令り， ii＇こ1

カJJ移行さぜ7ニ。
(/1 1967ノI7～リ JJ f: • 動d f めlilf,:c，統z討小発表
されなか.' /_: 0 主んllJJもボントυj下げ江niの
めかJさi A か J f。

ともあらゆる銘柄を含めた総輸入量の比率である。また

川Ii格t1討さと斤iをへの苅揚けには 1り月のクイム・ラグ！／；

みられ町相対価格を示す点線Xは右方向I士1カ月移行き

せてあノ戸。

このグラフにおけ乙Y線とX綜（土相反する!D,/J向を示ナ

ときに，タイ氷と中国米の香港市議での代替性の大き占

を示すであんち。すなわちケイ米ぷ中国米（こ対rて和!I.]

的に同いとき， X線は上昇し，逆にタイ米の輸入は中国

米にJJし相対i'iJにM’yするにめ γ似は II年すζ｝であ 7,

う。 X線が下降するときにY線が上昇するなら，タイ米

円相伴｜命入Jlc'l増大を意味I_,fd｝性の，i:jじことが示3

hるであろう。

第 l[?J か：＇， ,f 、れわれはーr~：，逆十！日立！あ 1) ＂.判断しよう。

一方の国の輸出米価格の上昇は，他方の国からの輸入を

は少ごせてv・イとム応判断Lょう｝このおj断にl;l；づU、で
けjj!ljしたのが下記の関数式である。指数の相関式とした

log Y=ci. ，~271 一 4.85311/og ,¥ 
(0.0380) (0.0420) I七－0.56

ν＇）は， Yにf午、ど｝パうえ － Y ーがキ日比f価f/',\d~fUJする H!

対輸入量の代替弾性値を示すからである。この代替弾性

!u'1は？｛ナ刊85311合示しているつ

すなわち，タイ米の中国米に対する相対価格が， 1% 
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低下したならば，タイ米の中国米に対する相対t輸入量は

がH.9%増加するであろうという関係を示している。逆

にタイ米の中共米にりする相対価終が 1%上手lfるな

ら，タイ米の中共米に対する相対輸入量は約49 %減少

するのであろう。しかしこの関数ペの相関係数は0.56で

ある。 ITT頼度は6割程度にしかすぎないの関数式に付し
たかっ ζ内の数値は各変数および常数項にかかわる推定ー

燃準偏主である。

上記のような関数式の設定には次のような無理がある

であろう。まrクォター 110単位のなかに；主国定的22単
位があり，この部分のタイ米と中国米には代替性はない

のであるが，ごれを：守めた 110単位総輸入量で計測を行

なっていること，つぎに年4回の輸入総量の決定とそれ

に基パくI判、t、与たり輸入量の決定のあること，さらにそ
れに基づく業者別月別輸入食の決定といった制度上の制

約が，，：倫入業riの自1J1で弾ケ的な高活動をそもそも制限

しているからである。

この符理制定は自由で弾力的荷／｛；動を制限しながら

も，なおかっ他方では，このなかに倒格機能をiてがし商

人のfl111な市場活動に依拠しようと期待しているのであ

るかれ，相関係数が0.56程ぼであるのはむしろ"'i然であ

ろう。管理制度そのものが，二脅背反的婆望を包摂して

は立L亡し、乙からである。

したがって，ここに計測された代替弾性値は信頼度の

山いも円でHないが，一応の目安土はなるであろう。そ

して香港の米穀輸入は間接続制のなかで，可能限度の弾

力投を一応保持しているといえるであろう。

われわれは，貯蔵量の問題，輸入の弾カ的運用の問題

を扱 η ときたが，第九としむ｛副会の安定度の問題を検

討しよう。

香港の米後管理制交は， f立を規制するIMJ接続制であっ

て，価格に安定帯を校けたり，上限価格を，行政介入の

指標として設けたりするものではないから，価格は，海

外要！？、i，国内の輸入管内のあり方などによって変動する。

しかし，いわばほぽ全量を海外から輸入している香港の

:j＇.：鉱i上、季節変動という緬十九変動をほとんど示与なし、。

安いときに買う，安い国から質うという方針であるから，

いわuここiこは勺l'i武’者以玉様”むあるという {T利性が
あるのであろう。

第10:lとは，過去7JJ年における各年の米価の段高値ど

最低伎を示したものである。米穀の銘柄は最も一般的な

1、hai]{ice 100% whole :Jr《iGra<. で去〉る。統計値の

連続性から1965年5月から69年6月までの毎月月末価格
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第lOij提 寄港における米価の変動揺 C1ピクノレ当たり〉

1967年 ！部年 i附年
107 .08 I 97 .08 
95.00 I 95.83 
12.08 I 1.25 
12. 9 I 1.4 

92.27 I 79.91 
67.33 I 73.29 
24.94 I 6.62 
37.2 I 8.2 

年次｜
価稿 ！ 

小 f最高値 A I 
死 j：最低値 B I 
価 1関幾 A-B I 
N'r l開差平 A/Bー i<%) I 
翰（最高値 A I 
入）最低値 B I 
価）開裳 A-B I 
1名｛関差ヰ A/B-1 (%) I 

1965年

65.00 
60.00 
5.00 
8.2 

56.61 
45.72. 
10.89 
23.8 

（単位：香港ドル〕

1966l・ 

85幽00 I 107.08 I 
60.00 I 87.50 I 
25.00 I 19.58 I 
41舟 I 22.5 I 

71.61 I 89.99 
50“80 I 65.56 
20.81 I 24.43 
40.9 I 37.2 

（出所〉 Hong Kong Commerce and Industry Depart押ientMonthly Statistical Reportより作成。

（注〉 (1) 逮統ずる統計として1965年5月から1969年6月を対象としている。
(2) 米穀s計祁Jは ThaiRice 100% whole 3rd Grade.0 
(3）輸入附うは Bongkok-HongKong CIF {rtli格。

(4) 1ピクノレは 60.52kg0

(5) 各月末価格の最高値，最低値。

の最高値，最｛氏lll'rを比較したものであるつ

この表は，輸入価格の変動車が小売価格の変動率より

も大きいことを示しているの主た同一年内で，最高の月

は，長低の月 η米｛耐lの4割高にも及ぶことのあることを

示している。しかし業者に取扱量の半数は貯蔵すること

を義務ヴける三の制度は，その大量のrl1i畿のゆえに，輸

入価格の大きな変動を小さな変動に変えて小売価格を実

現しているといえるのであろう。

主党第11表は， CIF価格，卸売価格，小売価格の推移

を示したものであるが，何時にCIF価格から卸境段陪ま

での開差と小完業者の小売価格までの開差がわかるよう

になヮている。すなわち両方の開差値の和をCIF価格に

加えれば，これが小売価格になるわ打である。
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〈出所〉 Rφort on the Operation of the Rice 
Control Scheme in 1967. 
（日〕 (1) 司、日l主計柄は Tl旧iWhite Rice JOO% 

"¥Vhole, '.-lrd Grade0 

(2) 1968年は 1～3月のみ， 1963年価格のCIFは
政庁推計。

（ユ） 各月ノワJl末価格仁ょう。

との表は，香港の米価が年々上昇していることを示し

ている。小売価格でいえば， 1963年当時ピクル〈約60.52

キログラム）当たり70rル〈約4200円〉であったものが，
68年には約107ドルたもなってu、ることを示している。

53%の上昇である。年平均10%余の上昇である。また

CJF価格の変動の大きい竺とは第10表で示したがそれを

反映して， CIF価格を卸手己錨格の開r,の変動は，卸売価

格と小売価格の開差の変動より大きいことを示してい

るのそして小売業者の付加する中間経費およびかれらの

や！潤は，米側の年々の上昇にもかかわらず，ほi't一定し

ていることをも示している。

以上のように小売価格はCIF価格に比して相対的に安

定度も高く，そこには制度の寄与も伺えるわけであるが，

1967年の香港暴動下における米価動向を示したものが第

四表である。暴動は4月の町工場のストライキに端を発

L、5月tこは，中国大陸の武翻の激化， JIJ少奇の『修養』

批判という文化大革命の高揚ともあいまって，ついには

暴動へと発展し，この騒ぎは秋まで続く。そのなかで香

港の米価t影響を受付ないわけにはいかなかった。
暴動の他にも1967年は香港の米価にとって多難な年で

あった。東南アジアの米不足は1967年を通して米価を上

昇させ， 1～12月間で，最も一般的な庁イ米｛whole100% 

:lrrl grade）で27%の上昇となっている。 5月の暴動発生

につづき， 6月には，中国の“香港解放”などという流

パも乱れをび，また続く 7～8月には，香港への第2の

米の大供給月中国の輸出も通常の4分の 1へと減少し，

タイもふたたび輸出を制限するなどの事情があった。

このようななかで5～6月の米価は異常な騰貴を示
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Ⅲ　考察
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（出所〉 Commerce and Industry Department Monthly Statistical Reρortより作成。

し，それは卸売， iJ、完価格で干；LL、もので恥ったa R＇支はご

はこれに対し大規模な米穀供給保障の広報活動を展開十

るとと Lに，従業開200名以上の工商業持慌には卸J己tlli

格で米穀企供給するなどの対策を実施した｝これには削

機構が協カ参加し， 550トンの米穀を売り， 4日以内に

恐慌状慣を治めてLる｝

以上じ・）ように， 芹港の米穀ri'主j!iま，貯j夜、！I冶Iで常に i
カ月半の米穀保管を保障し，タイと中国とし‘う 2大供給

国のパ斗ンスを考慮しつつ，安いほうにウェイトをかけ

て購入し，制度発足以来すでにl:l年余を経過Lているわ

この13年間はまた香港が貿易港から軽工業［国jへの脱

皮の時期にも相当している。しかしこの制度は価格には

直接的に「渉せぬため、かなり大！幅な価椛’11',fiカを香港の

消費者に余儀なくしていることも事実である。このこと

は当然ながら米価変動にともなう負担を消費者に負担さ

せてνるのであって，それを財政ポ負担Lて今や危機売
招いている日本の食糧管理機構とはおおいに違うのであ

る。この点価格メカニズムが香港の管理制度にはまだ相

対的仁乍かされているというごとであろうかリ

CJ 1) 寓木ん［香港食求：°i'J1供消与が（： ＇；司題」（ rid

済導報.J],No.1106〕。

Cl 2) B匹 ！，groundInfoγ”iation 011 the llo11f': 
Ko11g Rice Trad!' (Hong Kon日 Govcrnm町1tPn匹、
Feb. 1, 1967). 

cc 3) 高木九，；（ii文
(; ,j〕“Backg10und Infりrmationon the Hong 

Kong Rice Trade” 

lU 考察

香港経済発展の基礎にはE豊富，低廉，良質な労働力が

98 

あサたれその労働力の再生産は，食糧の主要部分の供給

i也である中国大陸という一大ヒンターランドなしには考

えムれない。 Lかも香港の人々の食生活は，日本と比較

しても，価格の安さにも哀Hちされて，~：かでありまた

高度化しつつある。

授業を持たない国は世界に少ない。香港は珍しいーーつ

のケースのように思われる。しかしJ.:'lc業を持たなL、こと

は香港の経済にとって幸いなことであったのかもしれな

いυ 終業・食料問題とそれにともなろ財政上の隠難に悩

まされない国；t少ないなかで，香港は基本的にはこの財

政上の悩みを知らない。世界が手を焼いている農業問題

を他国に預けているからである。いわば香港の農業問題

の負担は中国が日がわりしているようなものだからであ

る。

“消費者は王様”であるという言葉があるが，貸手市

坊にあるかぎり，むしは農業を持たぬ強味が香港にはあ

る。安いときに安いととろから買うという経済合理性が

追求できるならば，農業という流動性の乏しい莫大な資

討を回定するやっかいな産業？と悩む必要もない。しかも

農業は天候に左布され，季節変動とか端境期のやりくり

ということがあるが，農業のない香港にとってこれらの

新み色無視しうるものである。

しかし食糧は人間の生存にとって lllもかかすζ との

できない必需品である。食糧供給の確保ということはそ

のi王！の生命線にかかわる問題である。軍事上，政治上，

. ・,iiの食糧自干i；；を維持せぬならばその同の独立の広礎も
危いという考え方もある。したがって自由港香港にも想

像上り厳しν米穀管理制度があり， A 定量の米穀確保が

何られているつ支た左派からは米穀管理制度廃止の要求

もある。それは香港の生命線にかかわるものとなりうる
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可能性を持つ。

食堂量供給の大部分を国外に依存するということは，そ

れカ~肖費財であるだけに，必需品どいう政U,i二手事上

の仰匝以外にt，経済的にみ亡も｜司題があるとする観点
があるo食糧輸入にさかなければならない外貨部分は，

直接的には原材料輸入のように再輸出に結びつかないと

いう考え万である。

しかし興味深L、ことは， 自在日｝総輸入にbめふ；，：糧事会

入額の割（；－：士，じっして日本とiじてて高く tr1.ι三十うこ

とである。貿易の規模が拡大すればするほど，主主溜輸入

にさかなければ‘ならない外貨の割合は低下する。食糧と

L、う需要の）行併弾性値の低い向品は，経済＂;Git（とそれに

ともなういiiii恥1)))1大とともに，［Ji［氏経済においけ〉また

家計においてもその負担を相対的に軽減させていくよう

である。このことは香港経済の将来に暗い影を与えるも

のではない。むしろ農業を自閣内に持たなくとも，それ

（ま大きなr::J1aて；土なくなるという主張にひとつの根拠を

与えるものであろう。

けれども，昏港の人々の食糧消費の高度化は，日に日

に米への依存度を低下させ，資自質，脂肪，ピダミン食

品への傾斜を深めている。い士や，米i土大きti-l時！日立では

ない。問題；t:i'ii!Wな魚肉であサ来＂Ji，野菜でおら F これ

ら腐敗性川市L、食品の供給j也；土，陵つづきの中同大！出こ

仰ぐのは当然である。このことは，香港の経済成長とそ

れにともなう人々の食生活の高度化が早ければ早いほど

中国への（t<j字l'tが深まることを意味する。香港はその生

命線をますま寸中国に掌握さ；／t3るをえなし似｜河口合持っ

ている。

しかし，香港への食糧供給は，その他の輸出品同様，

中国にと q て重要な外貨取得源、である。香港が高い経済

成長を持続し『市港の人々が， l[' [_flの人々に比して相対

的により高い贈口力を持続するかぎり，中国からた港へ

の食糧供給は持続するであろう。中国の外貨獲得への誘

因がそれを継続させるであろう。このことは，香港と中

国の互恵flとそれにともなう，協調関係成セグ）一つの基

礎であり，今1プリy持続しそうである。

IV むすび

香港はもともと広東省の一部である。土地の大部分が

租借地であり，人口の95%以上が英語の話せぬ人々であ

る。第2（｝：大戦開始直前，件港日〉人口は160}jであ－・た。

それが終戦時には60万となった。 100万前後の人々が広

東省に帰ったのである。遠く1925年のストライキのとき

にも，香港の港湾労働者たち約10方が広東に帰ってしま

い，時の香港総督は広東政府と談判せねばならなかった

" I 1りそれはともあれ，現在香港の人μは約390万人で

ある｝大部分の子供の親たちはやはり広東省からの難民

である。要するに香港と広東省とは一衣帯水の関係にあ

る。徐港は現在もなお欽料水の一部を中国から買ってい

らb u也も入も;kも食極も，もともと中国のものなので

f干准の経済発展がこのように深く：ド同に依拠して行な

われてきたという事実は，あまりにも当然でありすぎる

ためか，忘れられがちである。香港の経済発展が，低廉・

宮古な労働力に依拠して成功してきているとすれば．そ

れはなによりも中主iからの食糧供給によって再生産され

ている中国人労働者の王子によってなされているというべ

きである。この成功は，けっして英国植民地支配の「賢

明なる施策」と自由世界の資本・技術のみによってもた

らされえものではない。

sUiミト巧題をめぐる財政負担iこ悩む諸国にとって，いわ

ば農業のない「国」望書港の食糧需給は，興味深いケース

ではあろうが，それはあまりにも特殊なものであり，参

；ラと一｝一べき点が多守あるとは忍われないの伺抱と呼ぴう

る4000万人の広東谷氏と 7億という中国大陸をとンケ－

）＞ドとして持つ存港にしてはじめて，食糧の全面国外

依存もできるのである。

Cit 1〕 ハ口ノレド・アイザッタス箸・鹿島宗二郎訳

1:,111詞革命の;it：刻』（至誠堂， 196(i＂り。

なお最後に「米穀管理計画」害1］当条令（付録〉と参考

文献を記して終える。
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小松広勝r香港』（岩波新書， 1932年九
外務＇.fj'経済局編『吾iを』（層際問題研究所， 1969年）。

外務省アジア局編『香港・マカオ』 （国際問題研究所，

1965年〉。

J本友保i「香港人ijJj.香港一社会J（『香港時報一一十九逓年

紀念特別号』， 1968年8月〉。

llung Kong Rej,ort for the Year 1968 (Hong Ko且K

Government Press). 

Hong Kong Commerce and Industry Department, 

Hon;.: Ko舟，gCo111n1t,rce and Industry Department 

Monthly Statistical Report for 1957-1968. 

Annual Supple叫entto Hong Kong Trade Statistics 

一一Countryby Commodity 1968一一（HongKong 
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Government Press）‘ 

Director of Agriculture and Fisheries, A刀nualDe-

j)(1γtmentαl Rej,nγt言 19る3.15.fαnd lf/67/68 (Hong 

1くong （~overnment ドres日＼白

flad:gγnzmd Informαtion on the [ long Kong Rice 

Trade (Hong Ko日日 Co、ernme口tPress, Feb. 19(i7) 
「1967年度実泊食米W1！推計i1fij之報ff；－？；：－・・・・，）［；，付 ーI：向

:/il長Ir：～去，，，，l'f{rr七丈。

定められる割当最の全量を輸入しなければならない。書

面で高工業処々長の許可を得たのでなければ，市場に出

荷する米殺檎入を遅延させることはできない。すなわち，

各口、可燃のif,lの月の月末までに13分の4，第2の月の

月末支でには分の8，そして第九の月の月末までに全書lj

勺htを輸入しなければならなし、。

§5. 各’，~ij 、＇ 11il:保1!iIf i土， f予告1］当期rlll内に自己の害lj当最

初、月号：の米殺を定期的に卸売市場に供給しなければなら

Rej,ort on th，’OJ，円－atio11υFthe Ri印 ControlSchー ない。

川 1e 26th .lzυze 1968 (Ho叩 Kon日 C,wernnwnt § 6. ',I/IJ当世保持者－，.－：上って売却された米穀は， 15n n 
Pres心． 内に卸売烹者に譲り渡されなければならない。そして伝

斉t告て商業日亡珂処統計科・為生活？を用徐川委民会特別紙 却されてから 1カ月以外lに卸売業者は，その代金を支払

11~ T生活11::HJ,1~1l'』 （1965ff 4 JJ )o わたければならない。

j；ミH：大田＇1＼・υJ珂;ti:；；果監修行昭和42今度｝丘、t::'1;!:;lおi、び §7. '.,i;i]'] ;,t保持ti'－はすべからく，米穀の売買に関す・'.J
「什同統iii_!.• すべての数匠ど金銭に隠する適正な帳簿を保持しなけれ

民林行統，；I・潟支部伺f;j；ケソト喪林水彦：絞己l・JI(1%8年〉。 ばならない。これらの帳簿は随時，求めに応じて商工業

！~;\t行大！：＞TO＇｝了 -r -,/ ，－諸国内民業：品市J 〔1968＇.！ユ〉。 jll;の査察に提出されなければならない。

戸＇，： t~＇存「香港 ftうKi'iJf共企庁り存在問題J ( fff.渋滞報』， 1¥'o. 88今＇J;lj''1泣保持すれ上すべて秀港法律第50章輪出入管理

110G), ;-,c 11'型J!品ロに限iする規定〉を遵守しなけれl才、ならない。
ノ、口ノレド・ア fザッケス？？・鹿g：，；，二n日：『中間革命の （海外派泣0)

悲劇』（至誠堂、 1CJ6伴 L ~{E香港一一

向紅「英資石油公1i]f:[：港拡張功力的動1,,JJ（「経jpf手拭じ

:¥'o. 111的。

［付〕工商業管理処「米穀管理計画j安j当条例

この＇，11J"{ はう 百：浩一i宍 1￥第50~：，恰出入 7;'l'•J!M 行埋ぷ 11)

第 s ；条の十間定に ！，~／久、て行？なわれ；：， 0 

si 取得した米'f~害tisf,1；をti認してはならたいc また
登記されでいろ会tf:組織に重大な変更のあちときは，そ

の米穀輸入商C)；苦情お工びそのむ！当長を取り；i'iすことが

できる。 I粁微な芝更は:1'F1f，；れるが，；1;1］三j1,ま保持行i士事

前、二，工商業？「理処長の認可を受けなければならないっ

割当：r;¥；保1与すはもl"r-:おそく Eも1月15日以前に i乃lβ 
現;:Ell年点ゴ）棟、c-:t，待をti'Jll:::1.1：こ提出Lなければならな
いっごれ人i.f!fに問ずる秘；白；土厳重に保民主れる。

自2 宍lj＂十足i主l:i'二百一は；子 lljl.{立ごとに， 設にiコ米400ト

ンの備蓄量をJc:！＇っていなければなんない〈この｛日 -.W，土，

商仁、~管理処々長の認l可すろ米穀倉庫に良好な状態でf4~

'Tiされていなければならない。
§:'l －~1J''i 琵；（引；J'f,-はち各 1 ljl_位につき，その 3\l~Jをド

回らないか，あ二日、；土処I去が随時指定する)f，：のう！と殺を，

九i竜｛HIJ のユ，f!.~tt1"Wiこ｛果管しなければならない。

§4 各1;i1当i立保持背i士， 4半期ごとに符理処によって

IOO 
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